
テーマ型食品企業等連携促進事業 【令和７年度予算概算決定額 22,500千円】

○ 食品製造業における業種横断的な特定の課題（データフォーマットの標準化や後工程の自動化等）について、食品企業、
機械メーカー等が連携して、その課題を解決する手法をモデル的に実証するための取組を支援します。

第4次公募:令和7年10月17日(金)～11月6日(木)公募期間

 食品企業（機械メーカー等との共同申請を含
む）

 食品企業、機械メーカー、関係団体等を構成員
とするコンソーシアム（定款、組織規程の作成等
が必要）

対象者

18,500千円（補助率:1/2以内）補助上限

業種横断的な特定の課題の解決手法をモデル的に
実証するための取組に必要となる以下の経費

 機械設備の導入及び改良費、謝金、旅費、需
用費、貸借料及び使用料、委託費、人件費対象経費

申請
スキーム

食品企業だけでなく、
機械メーカー、関係機関等が加わることで

開発・実証を加速

コンサル

事務局

機械メーカー

機械の供与

関係機関

テスト環境の
提供

協調領域において食品企業間の連携

A社 B社 C社

事業イメージ（例）事業イメージ（例）

国

食品企業 機械メーカー、
関係機関 等

コンソーシアム

補助
1/2

連携
＜共同申請の場合＞

＜コンソーシアムによる申請の場合＞

事業概要事業概要

注１:第4次公募のため、予算残額の範囲内で補助上限を設定しています。
注２:応募者全体の申請内容を考慮して審査を行うため、必ずしも申請額全額

が補助額となるわけではありません。
注３:詳細については、本事業に係る公募要領をご確認ください。

データフォーマット
の標準化

後工程の自動化

食品製造業界全体
の課題解決

A社

B社

C社

各企業が共有する
業種横断的な課題

食品製造課 原材料調達・品質管理改善室 省力化推進チーム
TEL:03-6744-2089 E-mail:kaizen@maff.go.jp

お問い合わせ先お問い合わせ先

モデル実証等の取組

様々な業種で活用
可能な技術・製品の

開発

食品企業の個々の
技術開発力には限界

食品業界全体
への横展開

【参考】補助対象とならない取組例

• 単なる自社の自動化のための機械導入

（※業界全体に裨益する事業内容であること）


